
 International Comparison of women 
managers from ILO data in 2008 

    UK France Italy Germany Sweden US Japan 

  a.Total（1000人） 29,475 25,913.2 23,405 38,734 4,593 145,362 63,850 

  b.manager 4,558 2,204.6 1,913 2,764 235 22,059 1,720 

  c.professional 3,767 3,473.5 2,425 5,571 901 30,702 9,500 

  
d.technician/associate 
protessional 

4,212 4,886.2 4,942 7,900 906     

(1) women mgr/mgr 0.257  0.278  0.250  0.274  0.244  0.299  0.085  

(2) women mgr etc/mgr etc 0.428  0.469  0.443  0.482  0.484  0.508  0.409  

(3) (b)/(a) 0.155  0.085  0.082  0.071  0.051  0.152  0.027  

(4) <(b)+(c)+(d)>/(a) 0.425  0.408  0.396  0.419  0.445  0.363  0.176  
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日本の雇用システムの 
(真の)３つの特徴  

 

 

１）ブルーカラーの仕事内容と処遇 

  多能工化と「知的熟練」、ホワイトカラーと同じ形式
（雇用区分）の処遇 

 

２）ホワイトカラー昇進のスピード   

  遅い 

 

３）女性管理職の少なさ・・・継続就業の少なさ 
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勤続、賃金プロファイル 労働経済白書 ２０１３ 
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Marsdenの雇用システム論：４つの取引ルール 
                       

    「効率性」制約＝課業と能力の合致   

    「生産」アプローチ   「訓練」アプローチ   

納得性 

  

「課業中心」基準   
職位 work post ルール   

（アメリカ、フランス   ）   

職務範囲・工具 job territory/tools    

of trade ルール（イギリス）   

「機能中心」基準   
職能等級 competence    

rank ルール（日本）   

職業資格 qualification ルール   

（ドイツ）   

                   出典： Marsden(1999.p.33 ；訳 46 頁 )   

                   注） 上記の訳 は石田光男 氏による 。とくに「納得性」 の原文は、   

T he focus of enforcement criteria 「履行可能性の制約」   
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 表５．５  OJTのさまざまなバリエーション 

  企業特殊的技能 職業別技能 

a)組織的な問題解決のモデル   

      

管理職による指導 フランスおよびアメリカ（技術 イギリス（技術者やエンジニア 

  
者やエンジニアが問題を解決する） が問題を解決する） 

従業員の積極的な参加 日本（クオリティ・サークルお ドイツ（プレイイングマネージャ 

  
よび稟議） ーの職長が解決する） 

      

ｂ）不確実性の発生に対して組織としてどのように対応するか。仕事の柔軟性とジョブ・ローテーション 

不確実性に対応することを フランス‘Polyvalents' イギリス‘Over mannning 
専門とした特殊なスタッフ アメリカ‘Utility man' およびエリートの多能工の職人 

ジョブローテーション 日本：訓練や組織に組み込まれている ドイツ：幅広い技能を身につける 
    ための訓練に組み込まれている 
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